
授業の「ルーブリック」

項目 レベル３ レベル２ レベル１ 評価

他人の話を聴いて理解し、その内
容をまとめて説明することができ
る。

他人の話を聴いて十分に理解し、そ
の内容を的確にまとめることができ
る。

他人の話を聴いて理解できるが、
内容を的確にまとめることができな
い。

他人の話を理解できず、内容をまと
めることができない。

パソコンでの文字入力が、ある程度
の早さで正確にできる。

5分間に300文字以上、正確に入力
できる。

5分間に150文字以上、正確に入力
できる。

5分間に正確に入力できる文字数
が150文字に満たない。

大学図書館の構造を理解し、必要
に応じて適切な図書を探し出すこと
ができる。

図書館見学を通して大学図書館の
構造を理解し、指定された各分野の
図書を探し出すことができている。

図書館見学を通して大学図書館の
構造は理解しているが、指定された
各分野の図書を探し出すことができ
ない。

図書館見学をしておらず、大学図書
館の構造が理解できていない。

指定の様式に従ってレジュメを作成
し、ゼミ員の前で分かりやすく発表
することができる。

指定の様式に従ってレジュメを作成
するとともに、分かりやすく発表する
ことができている。

指定の様式に従ってレジュメを作成
できているが、発表には分かりにく
いところがある。

指定の様式に従ってレジュメを作成
できていない。

夢実現ロードマップを作成し(Plan)、
それを具体的に実行し(Do)、振り返
り(Check)、さらに改善する(Action)
ことができる。

夢実現ロードマップを作成し(Plan)、
それを具体的に実行し(Do)、振り返
り(Check)、さらに改善する(Action)
ことができている。

夢実現ロードマップを作成し(Plan)、
それを具体的に実行し(Do)ている
が、振り返り(Check）と改善(Action)
ができていない。

夢実現ロードマップを作成(Plan)し
ただけで、具体的な実行(Do)ができ
ていない。

演習Ⅰ（経営情報学科　2年・前期　必修科目）

課題：ゼミでの学習を通して、資料の探し方や活用の仕方、図書館の利用方法を知り、レジュメ作成－発表に結びつける。また、夢実現ロードマップを引き続き作成し
(Plan)、具体的に実行し(Do)、振り返り(Check)、さらに改善し(Action)、自らの能力を高めていく。

※ルーブリックとは、学生の学修到達状況を評価するための評価基準表。
縦軸に複数の評価項目を置き、横軸にはその到達レベルを示します。


